
- Arts for Humankind - 
Otsuma Nakano  

 

令和８年１月２０日 

各位 

第１２回_大妻中野中学校・高等学校 

グロ―バル探究教育・WWL成果発表会 (後援: 日本国際連合協会)  ご案内  

 

文部科学省 WWL コンソーシアム構築支援事業拠点校 

大妻中野中学校・高等学校 校長 諸橋 隆男                                           

 

本校の教育活動へのご支援、厚く御礼申し上げます。 本校はこれまで、文部科学省SGH（スーパーグローバルハイ

スクール）ネットワーク校、ユネスコスクール、文部科学省「グローバル化に対応した外国語教育推進事業（フランス語）」

など、グローバル探究教育の研究と実践を重ね、その成果を発信してまいりました。 令和6年度からは、文部科学省

「World Wide Learning コンソーシアム構築支援事業（WWL）」拠点校として採択され、国内外の連携校・大学・協働機関

とのネットワークを活かし、グローバル課題の解決を目指す力を養うためのカリキュラム開発を進めております。 

 

今回のWWL成果発表会では、カリキュラム開発の成果として、探究英語プレゼンテーション、フランス語・フランコ

フォニー探究、課題探究プロジェクトチーム（フロンティアプロジェクト）、および文理横断型 ICTプロジェクト「S-TEAM」

の活動成果を発表いたします。 また、この発表会は公益財団法人日本国際連合協会からご後援をいただき、優れた

発表には、日本国連協会会長賞が授与されます。 この発表会は、会場、オンライン配信のハイブリッドになります。 

 

本校はユネスコスクールとして、「持続的なよりよい社会の創造」という理念を教育の基盤に据えています。WWL

事業の中核テーマである“Beyond School”の精神のもと、生徒たちは「繋ぐ」「行動する」ことを実践し、協働型地球市民

教育の具体的な成果を示します。 多くの皆様にご来場いただき、ご指導・ご助言を賜りますようお願い申し上げます。 

 

第１２回_大妻中野中学校・高等学校 グロ―バル探究教育・WWL成果発表会 実施要項 

 

１． 日時と場所:    令和８年 ２０２６年２月１２日（木）  １３：００ ~ １６：２０  ＠ なかのZEROホール （中野駅南口） 

２. プログラム：  以下のプログラムを予定しています  

・   開会の挨拶とメッセージ： WWL拠点校 校長 諸橋隆男、  中野区長  酒井直人 氏 

・     基調講演 ：元シンガポール全権大使 竹内 春久氏 「地球市民に求められるもの - グローバル教育への期待」(仮題) 

・  本校及びWWL連携校 大妻多摩中学高等学校 生徒の取り組み成果発表 

 英語でのグローバル課題探究プレゼンテーション （優れた発表には、国連協会会長賞が授与されます） 

・  複言語、異文化間理解、地球市民教育に関連したフランス語教育成果発表 

・  探究プロジェクト フロンティア・プロジェクトチームによるプレゼンテーション 

・  ICT活用探究プロジェクトS -TEAM によるプレゼンテーション  

・  講評と助言： WWLコンソーシアム構築支援事業の運営指導委員、検証委員、連携大学、協働機関 

・  全体講評・総括： 文部科学省 WWL 企画評価委員 服部 孝彦 氏 

・    閉式の挨拶： WWL管理機関 学校法人大妻学院理事長 屋敷 和子  

 

＊ 本プログラムを参観ご希望の方は、以下

らお申し込みください。 ２/６ 締切です。 

QRコードからも申し込みができます☛ 

https://forms.gle/Lww9FDko6QoL42ASA 

 

＊ 本プログラムへお問い合わせは、 

global@otsumanakano.ac.jp  にお願いします。 

担当： 大妻中野中学校・高等学校 WWL統括 

教頭 水澤  孝順（みずさわ たかより） 

https://forms.gle/Lww9FDko6QoL42ASA
mailto:global@otsumanakano.ac.jp
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Class Title of the Presentation Class Title of the Presentation 

H1 Uncanny Valley H1 Rethinking Gender Bias Through Cheerleading

J3 Understanding Food Waste and Loss H1 Speaking Their Minds: Gen Z Opinions on Being Bilingual

H1 To Avoid Commiting A Crime J3 Who's Afraid of the Big Bad Book?

H1 Love is Blind ～～Our Love Psychology～～ J3 A.I. Abroad: Multilingual Travel Support Across Japan

J3 How Does a Person's Mind Change as Depression Continues? H1 Discrimination Issues of the Future

J3 The Effects of Exercise on Well-being J3 Are Dreams a Way to Clean and Organize the Brain

J3 Health and Happiness J3 The Importance of Sleep and Its Impact on Academic Performance

J3 Mental and Academic Pressure H1 Happy Birthday with Space Medicine

H1 Zero Food Loss!

J3 Why We Need School Rules?

Solo Presentation Group Presentations

3.   プログラム  

（１）  英語プレゼンテーションコンテスト部門  コンテスタントとタイトル  -   発表順  

     

     

（２）  大妻多摩中学高等学校 代表生徒 探究英語 プレゼンテーション  Otsuma Tama Students’  Presentation  

① Title -  How People Develop an “Axis of the Heart”: A Comparative Study of Australia and Japan 

② Title -   My Ambition - What I Learned Through My Experience in Tanzania -  

（３） フランス語チーム 成果発表   

（４） フロンティアプロジェクトチーム 成果発表 

（５） Ｓ-ＴＥＡＭ 成果発表  

 

４． 国連協会長賞授与、 全体講評、助言、 ＷＷＬ管理機関からの挨拶  

（１） 国連協会長賞授与 赤阪 清隆 公益財団法人ニッポンドットコム理事長、元国連事務次長・国連大使, 

渡邉 優  成蹊大学客員教授、元キューバ特命全権大使,     

（２） 講評・ 助言   小林 亮  玉川大学教育学部 教授 本校ASPUnivNet支援アドバイザー  

國枝 孝弘 慶應義塾大学総合政策学部 教授  

堀口 佐知子 テンプル大学JAPAN  Campus  教授 Asian Studies, Anthropology 

（３） 全体講評・総括 服部 孝彦  文部科学省 WWL企画評価委員、大妻女子大学名誉教授、本校教育顧問 

 

５．  閉会の挨拶  屋敷 和子  大妻学院理事長                 

 

グローバル探究教育・ WWL 成果発表会 202６ ゲスト と審査員（敬称略） 

飯田 史也 ケンブリッジ大学 教授  

福岡 賢昌     法政大学 グローバル教養学部GIS  教授、学部長,   WWL運営指導委員 

松本 佳穂子 東京学芸大学 教職大学院 研究員、 元東海大学語学教育センター教授 

岡村  郁子  東京都立大学 国際センター・人文社会学部  教授  

野澤 督  大東文化大学外国語学部 准教授 文科省事業指導（グローバル化に対応した外国語教育推進） 

松川 雄哉 早稲田大学 商学部 専任講師 文科省事業指導（グローバル化に対応した外国語教育推進） 

天満 美嘉 公益財団法人  ユネスコ・アジア文化センター ACCU 教育協力部   (WWL協働機関) 

伊藤 正彰 エアカナダ日本支社長 Air Canada Japan General Manager  （WWL協働機関） 

宮内 雄史 国際社会貢献センターABIC 国際理解教育コーディネーター (WWL協働機関) 


